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1 . 0 第 1部で設定した構造をもっ模式的な「英語j討を教えあるいは学ぶ(以下「学習す

るj)4) ために教授者あるいは学習者が準拠すべき手続きを教授法という。

1 . 1 教授法はそのように了解された英語に必然的と思われる原則[注1Jに沿って立案され

る[注2J。

[注1Jそのような構造を了解，自得せしめるに最適であるべきこと。
[注2J必ずしも唯一とはしない。

1 . 2 教授法は教えるべき事柄一一学習事項[注 1Jとそれを教える順序[注2Jとを組み合わ

せて示す「学習過程j，学習指導上必要な事項一一「指導事項j(第2章，文中では 指:

と略す)，および練習の量(時間に換算)[注3Jなどを示し，個別の学習者，その環境，目的，

目標に応じて，教授者あるいは学習者に準拠させる。また教材などの実例も付記できる。

[注1Jここでは音形，文化背景などは自明のこととして取り上げない。
[注2J第1部の記述の順序がそのままここでの順序とはならない。
[注3J到達位度と慣熟度の積を一定とすれば経験論的に算出できる。

1) Abstractを含み本誌前号(1984)ρ27-54をうける。

2 )一般的にいう教育技術のことではない。

3)序でも触れたように一応現行の中三，高ーレヴェルで習得すべき一般的，基礎的英語に見合うも

のとする。

4)序で述べたとおり学習とは r( 1 )与えられた要素とその組合わせ規則の，その都度の運用によ
り，意味とその表現を生成して行く過程，および(2 )与えられた表現を規則と要素とに開平し，

分岐経路を遡行して意味に到達する過程の両方向を具えた知的活動jを成就し，それを成就させる

ことである。
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2 . 0 学習過程の進行は展開的内こ行うことを原則とし[注1J，学習途次における現実英語

との隔たりは遂次狭められるべきものとするべ

[注 1]現実の英語人の自然習得の過程，同年令者の英語に直接的に類同一致している必要はないと

する。

2 . 1 学習過程は統語部門，文法部門，語葉部門およぴ意味部門の4層とし，統語部門を基

幹[注1Jとして編成する。

[注 1]現実にはこれら 4部門は相互的に関連しているが，ここでは原則として統語部門を固定し，

他の部門を便宜的にその都度関連させる。

2.2 統語部門は前文表現，文表現，変形の3段階とし，文表現を中核[注1]とする。

[注1]文表現の学習が必要かつ充分であり，前文表現は導入のため，変形は応用展開のためとする。

2 .21 前文表現には魅表現と語句表現の2段階を立てる。以下このような表現が文の形で実

現したものを腔文，語句文などと呼ぶ。

2 .22 文表現には命令文，叙述文(もしくは平叙文)，疑問文および感嘆ー強意表現の4種

を立て，叙述文を原型とする[注1J。また，これらには対応する反転表現[注2Jを含み，そ

れぞれ禁止，否定，反語などと呼ぶ。

[注1J他の表現(反転表現を含む)は自明，可逆的にこれから派生できる。
[注2Jいわゆる「否定jあるいは「打消し」を含む構造。

2 .23 変形には各種の変形操作を含む。ただし一部は文法部門などと重複する[注1J。

[注1]例えば，上記の反転の手続きは変形とも，文法手続きとも考えられる。

2 . 3 文法部門には単語について屈折と派生の2種をたてる。また2単語以上の組成につい

て修飾(限定を含む)，文修飾[注2]，包接[注 1]，派生，呼応、，助動詞構造および準動詞構

5 )序に言う「与えられた規則と要素との範囲内での活動は総て有効な表現とし，それ以外の表現と

弁別，区別する。学習は新しい規則と要素の導入，付加によって展開し，学習者は自明かつ明示的

な既習事項の範囲内での運用，慣熟が飽和すれば次の段階への進行を自動的かつ自発的に予期する

ことになり，蓄積される学習は必要かつ充分で，内部的には常に有効であるjような進行をいう。

6)学習者は与えられた素材と規則の組合わせに関しては「自由Jであるが，すべての本来的な表現
欲求について「自由Jではない。ただし現実英語の標本を無条件に強制されることはない。
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造の7種をたてる。

[注1]前置詞，従属接続詞の前置連接が句，節を構成すること。

[注2J副詞による特定の語句の修飾に対し，独立的な副詞による表現ないし文への意味添加をいい，
そのような副詞要素を文副詞という。

2 . 4 語葉部門は縦断的にはいわゆる品調別，横断的には有限群と無限群に分極して網羅，

列挙して与える(第1部 7.1)。実際の語葉の配当は別途に(上記1. 1 )により定める。

2.5 意味部門はさらに表現[注 1]，統語，文法，語葉の 4層とし，統語的意味とか文法意

味などという。

[注 1]文形式を超越して伝達する意味内容があれば，それをいう。ただし変形表現一一物lえば慣用

一ーと重複することもある。

図1

層 内 廿ιぅ

統 則文表現 文表現(反転表現) 変形

杯表現|語句表現 命令文| 叙述文|疑問文| 感嘆一強意表現 各種
三日五ロ

(禁止 否定 否定疑問 反語)

法文
2単語以上 修飾(限定) I文修飾|包接|派生|呼応|助動詞構造|準動詞構造

語
品詞別配列

有限群
葉 無限群

意
表現意味
統語意味

味
文法意味
語葉意味

2 . 6 以上を図 1で示す。(英文詳細を末尾に付した。)

2 . 7 これらの項目それぞれの下位の詳細は第 1部の記述に準拠する。

2 . 8 学習過程の進行は不可欠，単純，簡単，自明なものからとし，各項目等深度に周延し，

次第に深度を増す7)こととする。一項目中の複数事項は直列的に導入するか並列的に行うかの

7) r展開的にJという本論の原則により，統語層の構成，特に叙述表現を循環的に走査し，順次下
位を組み入れ精度を深め，現実英語との近似度を高める。
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いずれかとする[注1J。

[注1J要素の付加に因る延長，展開であるのか，同列異種聞のコントラストであるのかを明白にす
る。

3 . 0 最小限の要素で上記1章で示した学習過程の諸項目を覆うとし[注1J，また全くの初

心者[注2Jへの導入として，導入の順序を定める。

[注1J音形の導入は当然の事として触れない。
[注2J学習者の年令は問わないとするが，一応12才児を目安とする。

3 . 1 上記 1章の 2. 1，および2.2により統語部門を基幹として進行する[注1J。

[注1J統語層(以下，統層，同じく文層，語層，意層と略す。)各項目を遂次(図 1の最上段を左か
ら右に)導入して，成層的に進行する。

3 . 2 統層は等深度の単線走査[注1Jを繰り返し，任意の深度，精度に到達することとする。

一回の走査が完結，周延すれば一つの「深度j が達成されたと~)う。

[注1J 1回に 1項目ずつ導入し等深度に進行する。

3 . 3 それぞれの統語項目にかかわる他の層の項目はその都度最小限に取り上げ，組み込む。

3 . 4 それぞれの項目に適用する個別の類例の数は有限群と無限群に類別[注1Jした上で適

宜処方する"。

[注1J統語項目，文法項目は有限個しかないと考え，総数から逆算的に導入できる。語葉項目，意
味項目は無限群であり，際限なく組み込むことができるが，最小限に止どめることもできる針。

3 . 5 各項目の意味はその都度示す他に，予め辞書的に準備して置く[注1Jこともできる。

[注 1J例えば単語の意味は辞書に，また文の意味は第一部で f文脈Jとして与えられている。

3 . 6 表現ないし文の最終的意味は部分的かつ段階的に与えられたこれら各層での意味の積

算合計として到達せしめる。

8 )現実的な語葉の選択，語葉数の決定は指導上の問題として後に触れる。

9 )最小限の要素で最大限の慣熟度に到達するか，最大限の要素で最低限の慣熟度で完結したとする

かーーの両極端の間で個別的，現実的に選ぶこととなる。
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3 • 7 一つの学習項目がどの程度に学習されれば完結し，次の項目ないし段階に移れるかの

判断は経験的に個別に行う。ただし最小限度を何処に置くかは定めておくこととする[注1J。

[注1J少くとも一項目には2個以上の類例を与え，常に選択，弁別を行わしめる。

3 . 8 一つの項目が導入されれば，それが循環的に[注1J適用されることを原則とする。従

って運用範囲は逓増する[注2J。

[注 1]条件が合致する限り遡行的に適用，周延する。

[注2]対応する用例の総てに当たる練習時間はないが，必ずしも必要ではない。

3 . 9 学習過程の項目は深度の進行とともに逓減するが，適用が循環的であるので[注 1J， 

運用範囲は逆数的に拡大することになる。

[注lJ深度の浅い部分は運用のたびに繰り返されるので，次第に強化される川。

第2章 学習過程

o . 0 具体的な学習過程の進行の一例を以下に示す。深度一 1に始まり深度一20で完結する。

(以下0.5までは図 1で示したものを再掲する。)

o . 1 深度はそれぞれ 1 :前文表現 2 文表現 3 変形 の3段に区分される。

o . 2 前文表現は 1 :腔表現と 2 :語句表現に二分される。

o . 3 文表現は 1 :命令文， 2 叙述文， 3 .疑問文， 4 .感嘆一強意表現および， 5 

反転表現の5つに区画される。

o . 4 変形についてはその都度項目をあげる。

o . 5 文表現の5区画はいずれも 1 :完全自動詞構造，III :完全他動詞構造，IV:与格(も

しくは，授与)動詞構造， II 不完全自動詞構造， V 不完全他動詞構造，の順序で進行す

る。

10)いわゆる「基礎jは遡行的に強化されるのではあるが，当初に確定して置かねば付加される項目

の負荷に堪えられなくなる恐れがある。
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o . 6 何等かの理由で導入事項の無い箇所は空白とする。ただしその項目の既習事項に言及

し循環的に，練習などを課す。

o . 7 学習過程の作成上の考え方などは，脚注に記す。

o . 8 以下，学習過程を深度-1から示す。

深度ー 1

1 . 0 前文表現[注目から導入する。(以下「一ーから導入するJ，r一ーを導入するJなど
を適宜略す。) 指:前文表現は深度-3以下で新たに取り上げる項目は殆どない[注2J。

[注1J分節以前の表現であり，単語，句，節，あるいは文の弁別に至っていない。文ではないが，
表現としての意図，効力を具えると認める場合をいう。

[注2J言語的には基礎的であるが素朴で，ここで言う統語法を基幹とした教授法では基準としない。

1 .01 前文表現のうち，表現[注 1J。いわゆる「輔語J.歓声，擬声語，最後に単語として

の感嘆詞[注2J。

[注1J統語，文法，語葉，の各層が未分で，分節的な説明困難。強いていえば意層としては表現レ
ヴェル一一分節不能の意味一ーのこととする。

[注2J既存の単語として析出，意識されれば，あるいは単語であるとして与えれば，語層が分明に
なり，単語として自立し，いわゆる一語文，即ち語句表現に移行する。

1 .02 語句表現[注1J。語層からいわゆる感嘆詞，名詞，形容詞，副詞，を並列，導入，最

後に動詞，特に明確な完全自動詞[注2Jの原型。 指:それぞれ，この段階ではー単語であ

ること，および，それぞれの品詞と意味の品詞別を意識，弁別せしめる。

[注1J文表現の感嘆一強意表現と区別する。語句表現は統層では未分節ないしは一語一文節である。
[注2J命令文への移行を準備。

1 . 1 文表現のうち，命令文九

1 . 11 完全自動詞命令。指:現実に反応し，行動を起こせるような，また完全自動詞である

ことが明確な語から。

1 )主語を排除することで成立している命令文で，予めいわゆる 5文型を導入する。
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1 . 12 完全他動詞命令。目的語としての名詞の後置。名詞は固有名詞から。一般名詞は不特

定，複数から[注1J。指:2単語2分節の配列による統語意味[注2J。

[注1J屈折，限定，格変化(屈折)等の文層事項をこの深度では避ける。
[注2J第一部で f文脈Jとして与えた。

1 .121 与格動詞命令。 8. 1まで保留[注1J。

[注 1]直接目的語の副詞性を考慮し，前置詞匂の導入を待つ。

1 .122 一語副詞による動詞の修飾[注1J。自動詞の場合は直接後置，他動詞の場合は目的語

の後[注2J。 指:前置詞と同形でないもの一一例えばゆ，down， outなどーーから。

[注1]2個の要素一一この場合いずれも単語一ーが結合して 1個の分節を構成する，すなわち文

層の項目「修飾jである。

[注2J修飾的添加は必ずしも隣接を必要としない。

1 .13 不完全自動詞命令[注1Jは3.0まで保留する。

[注1]不完全自動詞による命令文はこの深度ではその用途に限界があることによる。

1 .14 不完全他動詞命令。同じく 3.0まで保留[注1J。

[注1]上記同様，この深度ではやはり命令としての用途に限界がある。

1 . 2 叙述文

1 .21 完全自動詞構造。命令文文頭への主語分節(主部)の循環的付加。動詞は命令に用い

たもののうち，規則変化動詞の過去[注1J。葉層事項として，主語には目的語と同様，固有

名詞，もしくは複数名詞を「不特定」で[注2J充てる。 指:代名詞の導入を保留する。

[注 1]文層における動詞の屈折の導入であるヘ

1 .22 完全他動詞構造。文層事項として，固有名詞一一特に人名ーーを等位接続詞andで2

個連結し名詞1個として扱い[注1J複数扱いとする。文中の主語および目的語に循環的に適

用。

2 )叙述文の導入には，既成事実の報告としての「過去の事柄の記述」の方が，話者の超時間的な判

断を示す現在時制表現より適切であるとする。
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[注1]修飾関係でも，助動詞と動詞原形との連結でもな1，-"¥--厳密には同格，並列などの変形手続

きである。

1 .221 与格動詞構造。保留。

1 .23 不完全自動詞構造。保留。

1 ，24 不完全他動詞構造。保留。

1 . 3 疑問文。文層事項として，代動詞 didの命令文文頭への添加。過去形動詞の原形への

復元。既習の動詞総てに適用[注1]。いずれも循環的に適用。 指:疑問詞による疑問表現

は代名詞の導入4.31を待つ。

[注1]疑問文が過去時制において，既習の2文型に限り，一般的に可能となる。

1 . 4 感嘆一強意表現。上記 1. 3の疑問表現を転用できる。疑問詞による疑問文の強意表

現は保留。

1 . 5 反転表現。 2.51まで保留。

1 . 6 変形。上記のうち，変形操作と考えられる統語項目をまとめると次のとおり。

1 .匪文 1 .01 変形手続きでは説明困難。

2.語句表現 1 .02 単語，句による文の代行。

3.命令文 1 .1 主語の排除。(省略としない。)

4.一語副詞 1 .16 目的語の後への分離，倒置。

5.疑問文 1 .3 代動詞 didの主語の前への倒置。

6.感嘆ー強意表現 1.4 疑問文からの転用。

深度ー2

2 . 0 前文表現。予備的に，単語各品詞聞の修飾関係[注 1]を範列[注2]により循環的に適

用し，語句表現に用いる。

[注1]いわゆる「一語文jを，いうならば「一句文jないし「一分節文jに延長する。
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[注2]ここでの範列は，例えば次の通り。

1.形容詞は名詞のみを修飾する。

2.副詞は名詞以外を修飾する。
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2 . 1 命令文。代名詞，特に人代名詞の目的格を他動詞命令の目的語に(4 .32)，範列によ

り循環的に適用。指:名詞目的語との文層に於ける相異一一朝jえば，その指示機能に由来す

る人称，数，性などによる屈折，あるいは形容詞による修飾の不成立，また限定詞を内臓す

る f特定j性--him = the man -ーなど。

2 . 2 叙述文。主語に代名詞主格を範列により，以下循環的に適用。 指:代名詞の範列に

おける屈折の各種不整合性に留意。所有格は限定詞の導入(4 . 1 )まで保留。

2 .21 完全自動詞構造。独立した文副詞の循環的付加[注1]。指:個数，位置などの文体的

自由。意味上名詞と同形のもの一一物jえば todayなど一ーは前置詞句の導入(8 . 1 )まで保

留。

[注1]修飾関係，助動詞構造(9 . 2 )まで保留。統層では主語，目的語，補語などと同列の分節な

いし項目である。

2 .22 完全他動詞構造。

2 .221 与格動詞構造。 10.1まで保留。

2 .23 不完全自動詞構造， 2 .24完全他動詞構造。それぞれこの順序で言及し，循環的に練

習を課す。

2 . 3 疑問文。疑問代名詞の一部を範列により[注1]，主語および目的語に循環的に適用。

指:主語以外の場合は倒置。

[注1]一般に，疑問詞の品詞は対応する叙述文の相当する要素に拠る。

2.4 感嘆一強意表現。助動詞 doを自動詞命令，他動詞命令の文頭に強意的に添加。 指:

単なる付加ではない[注1]。助動詞，代動詞導入への準備。

[注1]助動詞の原形動詞との結合は修飾関係ではない。
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2 . 5 反転表現。禁止は命令文に doの notによる反転[注1]を先行させる。

[注 1]禁止は一種の強意でもある。また notは一語副調として助動詞を後置修飾している。

2 .51 否定疑問。疑問文の反転として did，doにnotを後置修飾，倒置の際も分離しない。

これらの notとの短縮形を認める[注1]。

[注1]強いて行う必要は無いが，現実英語への近似のため認める。

2 . 6 変形。等位接続詞and，but， orによる連文形式[注 1]。

[注1]表現としては 1個であるが，統語的には2個以上の独立した文の羅列である。

深度ー3

3 . 0 前文表現。(以下この項目に言及し，用例を加えるのみ。)

3 . 1 命令文。不完全動詞構文を導入。補語[注1]としては形容詞補語から導入[注2]。

指:名詞分節である目的語との弁別のため。

[注1]主語，目的語，などと並ぶ不可欠な統語的要素ないし分節である。名詞補語は 8.32まで保留。

[注2]当初(1 . 1 )において完全動詞構造と並列し，対照的なものとして導入すべきであるが，こ

こまで保留する。

3 . 11 不完全自動調命令。形容詞補語を葉層から適用。指:不完全自動詞による命令は自然

な命令の用途に限界があるので，差し当たり beのみ導入。形容詞補語には単語形容詞のみで

なく，形容詞句も適用。(以下，同じ。)

3 .12 不完全他動詞命令。上記と同様に形容詞補語のみ導入。指:命令表現としての用途に

限界があるので，差し当たり makeのみ導入3)。

3 . 2 叙述文。

3 .21 完全自動詞構造， 3.22 完全他動詞構造， 3.221 与格動詞構造。保留。

3 )不完全他動詞は補語への依存度が高く，目的語と補語との関に不完全自動詞構造が潜在している。

葉層でも類例に限界があり，むしろ助動詞に近い一一有限群的一ーとすべきところ。
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3 .23 不完全自動詞構造。 beの過去形屈折導入。

3 .24 不完全他動詞構造。循環的に適用。

3 . 3 疑問文。循環的に適用。

3 .31 不完全自動詞be--過去形，二人称複数一一に限り didを要せず，倒置による。疑問

形容詞how，もしくは疑問副詞としての howに修飾された形容詞句を文頭に出す。

3 .32 不完全他動詞構造。代動詞としての didを文頭に出す。疑問詞を文頭に出し，doに

導かれる部分を置く。疑問代名詞が主語，目的語に，疑問形容詞もしくは疑問形容詞句が補

語に対応する。

3 . 4 感嘆-強意表現。指:疑問表現を反転したものが実際には自然である。

3 .41 不完全自動詞構造の場合，疑問詞が文頭に出るのみで倒置はしない。

3 .42 不完全他動詞構造の場合も，疑問詞があれば文頭に出すが，doは適用されず，倒置も

しない。

3 .43 動詞beによる構造は命令以外ではめによって強調できない。

3 .44 be以外の動詞(自，他，および完，不完に拘わらず)doもしくは didによって導く

ことで強調できる。

3 . 5 反転表現。打消いないし否定の notの代動詞didへの後置修飾による。この反転は

一種の強意を伴うともいえる。

3 .51 代動詞donotによる反転は beには適用しない。ただし命令文の反転である「禁止J

の場合は許される(上記，強意表現による)。

3 .52 不完全他動詞構造の場合。 doもしくは didnotによる反転を適用。

〆十
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3 . 6 変形。深度一3における変形事項と考えられる項目は次のとおり。

1.補語に対応する疑問形容詞 how(疑問詞句を構成する疑問副詞でもある)の導入。

2.疑問文における動詞 beの倒置。

3.疑問詞の感嘆詞への転用。

深度-4

4.0 前文表現。

4 . 1 命令文。目的語名詞に特定標示を与える[注1J。固有名詞，代名詞(単数は未導入)

はそのまま特定とする。限定詞各種[注2Jの導入ぺ 限定調による特定の標示は 1名詞要素

につき 1回，修飾限定子統の最後に適用。指:この段階では普通名詞は複数形でしか導入さ

れていない。定冠詞を強いて不定冠詞と取合さないへ

[注1J無標示の複数名調との意層，文層での弁別，対比を明確にする。
[注2J指示代名詞では複数屈折を持つ these，thoseがそれらの単数形の導入に先立つ。
[注3J各種の限定詞，特に代名詞所有格などを範列により，また最後にそれらの一般形として定冠
詞theを導入。

4 . 2 叙述。 4種一一与格動詞構造は保留中一一の文型が出揃ったので，以下並列的に進行

する。改めて導入する項目の無い場合も番号だけ記入しておく。指:練習は循環的かっ周延

するように行う。

4 .21 完全自動詞構造。主語である複数名詞にも上記4. 1を適用し特定する[注1J。指:

以下各文型(動詞構造)に適用。

[注1J以後，名詞要素については「特定一不特定」が，単数ー複数にかかわらず不可避の二者択一
となる。指:特定一不特定の対比を文層，意層での基本的事項として説明する。

4 .22 完全他動詞構造。目的語に単数代名詞目的格を範列により導入[注 1J。指:数，人称，

性による屈折の不整合性。

4 )ここでは敢えて，通常的な導入に反し，不特定複数および特定単数の方を，不特定単数(不定冠

詞付き，数標示ゼローー単数標示と同形一一)より一般的として先に導入する。

5 )同様に，定冠詞と不定冠詞とが矛盾概念であるかのような導入を避けた。

〆や
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[注1]単数名詞の導入に先立つて，単数代名詞，しかも目的格で導入する。指:有数名詞単数の意

層における特異性に留意的。

4 .221 与格動詞構造。保留。

4 .23 不完全自動詞構造。上記4.21と同様に適用し，特定された複数名詞主語の導入。

4 .24 不完全他動詞構造。上記4.22を適用し，目的語に単数代名詞一一必然的に「特定」

一一ーを導入。

4 . 3 疑問文。

4 .31 主格疑問人代名詞を範列により，各文型の主語に。指:屈折。

4 .33 不完全自動詞構造の主語に事物疑問代名詞主格を。指:数による屈折なし。

4 .34 不完全他動詞構造。同様に事物疑問代名詞を目的語に導入。複数代名詞目的格は人代

名詞で統一して置く。指:格，数による屈折なし。

4 . 4 感嘆ー強調表現。

4 . 5 反転表現。疑問詞による疑問表現に反転はあまり起こらないo notを含む短縮形を認

める[注1]。

[注1]強いて短縮する必要は無いへ

4.6 変形。いわゆる「付加疑問jを導入[注1]。

[注1]等位接続詞を介せず，肯定文に反転文を，否定文に肯定文を付加して，文意を確実にする為

の表現で，一種の連文(2 . 6 )であり，強調表現ともとれる。指:付加された文では名詞要素が代

名詞化され，be動詞，代動詞一助動詞，反転文の場合の not以外は省略変形をうける。

6)類概念の方が単独の単体の数認識に先立つという事実にも合致する。

7 )この段階で現実英語に近似きせるというよりも，notが先行する動詞，代一助動詞などを緊密に

修飾しー要素化している一一一疑問文，反転文など，また倒置の際など一一ことを示すためであれば，

有効とする。

や
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深度-5

5 . 0 前文表現。語句表現として単数形名詞のうち不可算名詞一一複数形を持たぬ名詞(無 ゃ

数名詞あるいは不可算名詞ともいう)ーーを導入[注lJヘ限定詞による「特定jの適用[注2]。

指:語尾に複数表示の Sを欠く。

[注1J人名，地名などの固有名詞を呼格的に，また物質名詞など複数が意味的に馴染まぬ事物をー
語文的に。

[注2J意層での「特定一不特定jの対立，対比。

5 . 1 命令文。上記の呼格的な名詞を命令文の文頭に，副詞的に付加。命令の受け手として

の固有名詞， もしくは代名詞youの呼格ないし副詞分節としての文頭への付加。

5.2 叙述文。

5 .21 完全自動調構文。主語に無数名詞を導入。特定一不特定の選択。特定の場合[注1]に

代名詞との置換。

[注目疑問文に対する応答文中における主語，目的語などの場合。

5 .22 完全他動詞構造。目的語にも上記(5 .21)を適用。

5 .221 与格動詞構造。保留。

5 .23 不完全自動詞構造。 be動詞単数(無数)過去形の範列による導入。指:屈折。

5 .24 不完全他動詞構造。葉層から不完全他動詞としての舵ゆを命令文の述語動詞として

の原形，複数主語に対する現在形，および過去形屈折を範列により導入。

5 . 3 疑問文。単数ないし無数名詞を主語，目的語とする各種疑問文。指:疑問詞には単複

による屈折はない。

8 )葉層における名詞の有数ー無数(あるいは，可算ー不可算)の対立，弁別を基本的な事項とする。

単数固有名詞，物質名詞，集合名詞などを有数の普通名詞複数と対立，対比させることを眼目とす

る。



概述分節統語法(英語) - 15 ー

5 .31 動詞 haveに限り do先行を排除。

5 .32 代動詞 doが動詞 doの原形を従えることを認める。

5.4 感嘆ー強意表現。

5 . 5 反転表現。代一助動詞 do，動詞haveおよびbeと副詞 notとの短縮形を認める。

5 . 6 変形。疑問詞 whatを動詞 doの目的語とする疑問文(5.32)に対する応答文は疑問文

の文型(完全他動詞構造)に一致しなくてよい"。

深度-6

6 . 0 前文表現。

6 . 1 命令文。各種副詞要素一一文副詞としてーーの付加。

6 . 2 叙述文。後出， 9.2の法助動詞willの適用により，以下，命令以外の各種表現の未

来化[注1Jを導入川。指:いずれも動詞が原形であり，命令文と同形である。

[注 1]ここでは，文表現上の「過去Jの反対を「未来Jとする。

6 .21 完全自動詞構造。代一助動詞 do，didにかえて法助動詞 willの現在形を適用。意層

で文法的未来の意味を導入。指:推量，意志，無意志未来，その他の意味を含蓄。

6 .22 完全他動詞構造。法助動詞 willを単純未来の標示とし，その過去形 wouldをその含

蓄形[注1Jとして，両者ともに意層ないしは葉層の事項として導入。指:主語についての予

測の記述，表現でもあるが，同時に話者の推察，意向を表現する。含蓄形ではその度合が大

9 )疑問表現の文型と応答文の文型が同一であるべきことを原則とし，それに対する不整合項目，な

いしは慣用と考える。

10)現在文を一般化するに先立ち「過去一未来jの対立を確立する。現在文の超時間性を考慮し，時

制として物理時間に対応させ，過去，現在，未来に三分せず，過去と未来を対照的とし，時間軸を

現在意識で二分しておく。他の、法助動詞に先立つてここで時制標示として導入する。

dヤ
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きくなる。含蓄形は 9.21まで保留してもよい。

[注1]未来の過去形という論理的矛盾を避ける。

6 .221 与格動詞構造。保留。

寛)

6 .23 不完全自動詞構造。上記を循環的に適用。各種副詞要素の付加。

6 .24 不完全他動詞構造。上記と同じ。

6 . 3 疑問文。主語の意志による未来の表明ではないことを特に明確にするために，willに

代えて，法助動詞shallを各種疑問文に導入。指:話者と主語が同ーの場合(一人称)，主語

と聞き手とが同一人の場合(2人称)，主語が第三者 (3人称)の場合，主語の人称に拘わら

ず第三者の意志を含蓄する場合など。

[注1]法助動詞shallに積極的な意味を持たせず，willによる主語の意志を意味とすることを排除す

るための符号である。shouldをその過去形として関連させる必要はない。 9.21まで保留しでもよい。

6 . 4 感嘆ー強意表現。法助動詞 willの過去形 would，およびshallから派生した(敢えて

「過去形Jとしないでもよい)shouldを強意，感嘆的な含蓄の表現に適用。意層での説明必

要。指:9 .21まで保留してもよい。

6 . 5 反転表現。 willのnotとの短縮形を他の助動詞などの場合と同様認める。

6 .51 反転の修飾語的な副詞 notに代えて，文副詞 neverを導入。指:通常助動詞の直前に

置く。

6 .52 反転を述語動詞で行わず，関係する名詞要素に限定詞仰を添加することを導入[注1]。

指 :noX名詞は通常，単数として動詞を支配するが，複数名詞にも適用する。

[注 1]述語を notで反転させるに比して，限定詞m による反転には強意がある11)。

6 . 6 変形。 will，shall，その他の法助動詞9.2による疑問文に対応する応答文の法助動

11) 日本語に無い反転法であり，説明を要す。複数も可とする点論理的には矛盾する。
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詞は必ずしも前者のそれと同一ではない[注目。

[注 1]話者が替わるので，違った立場からそれぞれの文の法助動詞を選ぶことになるIヘ

深度ー7

7 .0 前文表現。独立副詞のうち，話者が表現全体を一括し，あるいは各種の感情的な内容

などを，文の形式によらず表現することがある。これらは葉層では感嘆詞あるいは副詞とし

て扱われ，意層でその内容，含蓄が与えられている[注 1]。これらを「話者の副詞」と呼ぶ

ことにする問。指:応答のyes，肯定，否定のyesとno，依頼のためρlease，など各種。通常

の副詞との意味，用法の区分は連続的である。

[注1]文本体の一部であるか，独立したものであるかの弁別不確定。

7 . 1 命令文。話者の副詞を各種適用。

7 . 11 命令文の総てを強意の法助動調 doおよび，禁止の代動詞(あるいは法助動詞)do not 

で導く。 指:現在時制導入の準備とする一一ただし，beとhaveには考慮を要す凶。

7 . 2 叙述文。現在時制の導入。 指:動詞三単現，およびbe以外は命令文および助動詞

に後接する場合(原形)と同形。

7 .21 完全自動詞構文。三人称単数の主語を除く総ての述語動詞に助動詞doを，三人称単

数の主語には同じく doesを適用。指:文層，意層における過去と未来とを超えた次元の事項

としての「現在時制jを説明lへ

7 .22 完全他動詞構造。 7.21の適用を任意に変更し，doは省略し，doseは動詞原形の末尾

の標示 Sに置き換える。(文層では屈折の一つ。)指:現在時制を意味の上でも一つの特殊と

12)疑問文と叙述文とは相互に派生的であるとするが，疑問文とそれを受けた応答文が2文にまたが

って相互に派生的であるとは必ずしもしない。

13) r話者の副詞Jに対して，通常の副詞を「文中の副詞Jと呼んでも良かろう。
14)総ての動詞の現在時制には do，doesを内臓するともいう。

15)英語の現在時制の意味する内容は必ずしも時間軸上の現在ないしその近辺の事としての表現では

なしむしろその都度，表現との同期を表示する。

¥ 
台
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して性格付ける川。

7 .221 主語と同一物，同一者を目的語とする場合，目的語は範列により再帰代名詞をとる[注

[注 1]文層では一種の呼応と考える。

7 .222 与格動詞構造。保留。

7 .23 不完全自動詞構造。 be動詞現在の各屈折の範列による導入[注1]。

[注1]意味に関係のない，形式のみの変化であり，文層では「呼応jとする 1九

7 .24 不完全他動詞構造。主語と同一者，同一物を目的語とする再帰目的構造の適用。範列

による導入問。

7 • 3 疑問表現。一般動詞の現在時制での疑問文は do，doseの先行倒置による。 be動詞の

場合は単純な倒置による。疑問詞による場合も同じ。

7 . 4 感嘆-強調表現。 be動詞以外の構造は法助動詞としての do，doesの適用による一一

倒置を含まず。

7 • 5 反転表現。一般動詞の場合は do，doesを副詞 notで後置修飾する。文副詞世zeverの

場合は do，doesは適用せず。

7 .51 be動詞の場合も notの後置修飾による。 haveには両用ある。ただし neverによる場

合は do，doesによらない。

7 . 6 変形。挿入的に，あるいは付加的に，統語的には主節であるべき構造を付加すること

ができる。 指:一つの完結した文の前後，中間に 1think， it seems，などを加え，表現に

「話者の副詞Jに似た効果を添える。

16)現在時制を一般的，無標示な原型とする通常の考えかたを取らない。現在時制による事物の認識

と伝達の方が抽象度が高い。

17)意味の変化を伴わない形式だけの屈折は論理的に無用なもので，外国人学習者には馴染みがたい。

了解の上，受容させるべきこととする。



概述分節統語法(英語) - 19 -

深度-8

8 . 0 前文表現。

8 . 1 命令文。各種命令文に副詞要素として前置詞句を導入[注 1]。文層，意層の事項とし

て，また明確な文副詞として命令の諸条件[注2]を付加する。指:形容詞要素としての用法

は10.23まで保留18)。

[注1J文層の事項としては「包接Jの一つである一一前置詞は名詞要素を従えて 1単位の要素に
の段階では副詞要素)となる。

[注2J時，処，方向，方法，状態，理由，目的，などの条件。前置詞それぞれに，葉層において固
有の意味を与えである。

8 . 11 前置詞が代名詞を従える際，代名詞は目的格[注1]をとる。

[注 1J前置詞に包接された名詞要素は「前置調の目的語jといわれている。

8 . 2 叙述文。

8 .21 完全自動詞構造。文層あるいは統層の事象として，前置詞句を文頭，述語動詞句の後

などに配置。 指:文副詞として被修飾部への近接度の違いによる修飾力[注1]の及ぴ方の

異同。ただし，ここでは後出の形容詞的用法10.24と紛れぬよう，名詞要素の後位は避けてお

く。

[注1]文副詞の叙述的「修飾jの支配。

8 .22 完全他動詞構造。与格動詞の間接目的語にあたる名調要素を，前置詞句にして目的語

の後位に。指:その為の前置詞はおもしくはforとしておく。与格動詞構造への準備。

8 .221 与格動詞構造。保留。

8 .23 不完全自動詞構造。名詞補語を導入[注1]19)。 指:補語として形容詞で修飾きれてい

18)前置詞句の形，副両用を前提とするが，先ず副詞用法を定着する方を採った。

19)名詞補語の導入をこの段階まで保留したのは，補語と目的語との弁別の確立のため。また繋辞，

あるいは等号としてのお動詞による主語と名詞補語との同定は表現としては高度ともいえる。

入
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る名詞を与え，その名詞を捨象するなどにより形容詞補語との弁別，関連を示す。

[注1]現実には，be動詞以外に余り適用はない。補語には形容詞と並んで名詞要素が立つ制。

8 .231 名詞補語を代名詞に置き換える際は主格のままとする2九

8 .24 不完全他動詞構造。同様に名詞補語を導入。 指:後出の間接目的語10.1との混乱

を避ける。補語としては自動詞補語と一般化しておく 22)。

8 .241 目的格補語を代名詞に置き換える際は，自動詞構造の場合と同様，主格のままとする。

8 . 3 疑問文。前置詞句の目的語を疑問詩とした疑問文が可能。またその際，前置詞を文末

に残すことも可[注1]。

[注 1]前置詞が名詞要素に先行し「包接jするという原則からの逸脱，倒置，変形ともいえる。

8 .31 名詞補語を疑問詞(疑問代名詞主格)とする疑問文が自動詞，他動詞いずれの構造に

も適用問。

8 . 4 感嘆ー強意表現。

8 . 5 反転表現。前置詞句の反転は副詞 notの前置詞による。 指:ただし，notの文副詞

との弁別は不確定。

8 . 6 変形。ある種の文副詞は代名詞化し，特定の前置詞の目的語になる[注目。

[注1]例えば斤vmなどは whereを包接できるが，toは出来ない。

8 .61 不完全他動詞構造における名詞補語(いわゆる「目的補語J)は特定，数などの標示

20)補語の名詞，形容詞二者択一性を前提としつつも，ここまでは形容詞のみ与えてきた。

21)補語を英文法で「補格jとしない一つの理由でもあろうか。ただし，現実には，強調されれば慣

用的に目的格が使われる。

22)自動詞補語と他動詞補語の同一性を明確にする。目的語と補語との聞に不完全自動詞が潜在する。

23)不完全自動詞構造の場合，疑問代名詞が主格で現れるため，補語を未知とするのか主語を未知と

するのか明確を欠く。
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を欠くことがある24)。

8 .62 代名詞補語は強意的，あるいは慣用的に目的格になることがある。

深度-9

9 . 0 前文表現。

9 . 1 命令文。該当せず一一この項で導入予定の法助動詞による命令は成立しない[注1]。

[注1]強意の助動詞doを法助動詞とするかどうかに問題は残る一一疑問，打消しに用いため，did 

は代動詞とした。

9 . 2 叙述文。法助動詞各種[注1]を以下範列により導入。

[注 1]法助動詞は葉層では有限群に属す問。

9 .21 完全自動詞構造。既に導入した do-did( 2 . 12)， will-would 6 .21， shall-should 

6 .3，に準じて，現在形一過去形の対を為している法助動詞各種を導入。それぞれの一般的

意味は葉層で与えてある。

9 .22 完全他動詞構造。現在形一過去形対応の不備な法助動詞一一初jえばmustなどを範列

により循環的に導入。それぞれの意味を葉層で与える。

9 .221 与格動詞構造。保留。

9 .23 不完全自動詞構造。toの介在を要する法助動詞一一伊jえばused，oughtなどを範列に

より循環的に導入。指:need， dareなどは toを伴う場合，伴わない場合などがあり，不安定問。

24) 目的語と目的補語との聞に潜在する従属節が副詞的であることの証左ともいえる。

25)法助動詞と原型動詞の連接はいわば「動詞句jであり，動詞分節を構成する。考え方によれば，

動詞の語頭変化ともいえる。

26)法助動詞の一部は流動的な段階にある。現実英語には短絡形 ωanna，goηna， ough抱，use却な

どの例もある。

¥ 
ふ
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9 .24 不完全他動詞構造。法助動詞による表現は主語についての叙述に加え，話者の意向を

表出する一一6.22で触れた。

指:特に過去形に由来する法助動詞は「含蓄形」といえる。

9 . 3疑問表現。法助動詞の文頭への倒置による。疑問詞による場合は疑問詞が先頭に，つい

で法助動詞となる。

9 .31 toの介在を要する法助動詞の疑問文には不自然，不安定な場合がある制。

9 . 4 感嘆-強意表現。上記の含蓄形による強調。

9 .41 一般に法助動詞の過去形は含蓄(6 .22)ないし「えん曲j形であり，一種の強意で

もある。

9 . 5 反転表現。副詞 notの後置による。

9 . 6 変形表現。法助動詞による疑問文に対する応答文は必ずしも同じ法助動詞を使うこと

にはならない。(6 . 6 ) 

9 .61 toの介在を要する助動詞の範列としての不整合性。(9 .23) 

深度ー10

10. 0 前文表現。前置詞句のうち感嘆詞的に[注 1]固定したもの一一羽jえば byall means， 

not at all， 01 course， by the wayなどを導入。

[注 1]文中では話者の副詞ともいえる。指:この項目.24，形容詞的前置詞句への準備。

10. 1 命令文。与格動詞構造2九 間接目的語の導入。 指:間接目的語を含むものとして上

記8.22で導入した副詞的前置詞句の前置詞を排除。逆に間接目的語に適切な前置詞を包接，

前置詞句化して文型の束縛から解く。この深度で導入予定の事項を予め命令文で導入して置く。

27)与格動詞構造は，口語的にはかなり頻度の高い文型であるが，その文語での衰退に鑑み，ここま

で保留してきた。
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10.11 間接目的語は通常，動詞の直後。代名詞の場合は目的格をとる[注1J。直接目的語[注

2Jの後に倒置することもある。

[注1]与格屈折が無い2的。

[注2]完全他動詞の目的語を，ここでの間接目的語に対してこういう。

10. 2 叙述文。

10.21 完全自動詞構造。

10.22 完全他動詞構造。

10.221 与格動詞構造制。主語と同一者，同一物が間接目的語の場合も再帰代名詞となる。両目

的語が共に代名詞の場合，弁別不確定。 指:弁別困難な場合は間接目的語を前置詞句化(文

副詞化)して文体的に問題を避ける。

10.23 不完全自動詞構造。ここまでは，副詞要素として来た前置詞句を，初めて形容詞補語

として循環的に導入制。

[注1]副詞的前置詞句との弁別は必ずしも確定的でない。

10.24 不完全他動詞構造。前置詞句を形容詞的目的補語として，および主語，目的語，名詞

補語に対する後置形容詞修飾要素として循環的に導入[注1J。 指:文副詞としての前置詞

句との弁別不確定。

[注1]前置詞句に限らず，包接による形容詞要素は名詞要素を前置修飾できない。

10. 3 疑問文。形容詞補語としての前置詞句に対する疑問形容詞は howで作る。

10.31 修飾的形容詞としての前置詞句を疑問詞とする命令文は成立しない31)

28) ドイツ語などでは未だに独立した屈折を持つという。

29)ここでは完全他動詞構造(上記， 10.22)の一変種として導入，ただし一般的な五文型理論では

第四文型として独立させる。

30)ここでは形容詞性を対比的に強調するために，先ずいわゆる f叙述的用法j一一即ち形容詞補語

として導入する。他の補語としての一般形容詞との互換性も当然ある。

31)禁止項目で総ての可能な生成を防止することは事実上不可能であり，可能かっ予想される生成の

うち不成立なものを適宜排除，予防するにとどまる。
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10. 4 感嘆ー強意表現。強意のため，副詞もしくは形容詞であるにも拘わらず，前置詞句を

先行仮主語Uで予め代理させ，節の残部を that節で補うことができる。指:ただし， 11.23 

まで保留してもよい。

10. 5 反転表現。前置詞句の反転は副詞 notの前置修飾による。節の副詞との弁別不確定。

10. 6 変形。前置詞の目的語である名詞要素が各種の省略[注1Jを伴う。指:形容詞，副詞

いずれの用法にも起こる。

[注1]主として(1 )限定詞，数標示の省略， (2)名詞要素が省略され前置修飾した形容詞(特に

最上級など)の残留など。

12.61 名詞的目的格補語は後述の受動形17.23では副詞的前置詞句の目的語などになりやす

しE。

深度ー11

11. 0 前文表現。

11. 1 命令文。副詞節[注1Jの導入。節構造をなす組成を，従属接続詞によって包接して副

詞節とし，命令文に各種の条件を付加する。各従属接続詞の一般的意味は，仮定，時，処，

方法，理由，根拠，その他で，いずれも葉層で与えである32)。

[注 1]文層の事項としては従属接続詞による包接である。

11. 2 叙述文。

11. 21 完全自動詞構造。副詞節を循環的に適用。 指:位置は文頭，主語の後位，文末。任

意個，任意の順序(文体的選ぴとする)で。

11. 22 完全他動詞構造。各種副詞節の循環的適用。動詞と目的語の間以外の位置に任意数，

任意の位置に。 指:名詞節の導入は11.3まで保留。

32)副詞節の意味が従属接続詞それぞれにより明確なので名詞節，形容詞節に先立ち導入する。
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11. 221 与格動詞構造。

11 .23 不完全自動詞構造。名詞補語として一般的な従属接続詞である thatに包接された名詞

節を導入[注1J。 指:主語たる名詞要素は thatが包接する節の叙述をそのまま予め名指す

theなどで特定された名詞要素，例えばj包ct，idea，ρroblemなどに限られる33)。

[注1J thatに包接される節の用法が不確定なので，先ず名詞補語として，上記 thefactなどのよう
な意味をもった名詞要素，この場合は主語との潜在的な同格関係を立てておく 34)。

11 .231 不完全自動詞構造の主語として適用，ただし代名詞 itを先行，仮主語とし，同格名詞

要素として that節を後置する[注 1J。

[注1]この itは潜在的には上記の thefactなどを文外のことがらとして指示している。 指:that 

節をそのまま主語として文頭に置いても「非文jとはしない。

11. 24 不完全他動詞構造。目的語を上記と同様に「仮目的語Jitを立て，補語の後位に that

の包接する同格名詞節を配す。

11. 3 疑問文。完全他動詞構造による疑問文(与格動詞によるものも含む)の目的語に that

節を循環的に適用[注1J。

[注1]目的語の場合は先行 Uによる構文は避ける。

11. 4 感嘆ー強意表現。上記11.231，11.24の仮主語構文も一種の強意である。

11 .41 従属接続詞ずあるいは thoughで包接された副詞節を強意の副詞evenにより前置修

飾し，いわゆる「逆態の条件Jを示す。

11. 5 反転表現。従属節一一副詞節，名詞節(後述の形容詞節を含む)は修飾，限定できな

い，よって副詞 notで反転することもできない。

11. 6 変形。文層事項として， r呼応の副詞節Jの導入[注1J。
[注1J主文に含まれる程度，方法の副詞soの内容を程度，目的，結果などについて追加的に説明す

33)従属接続詞としての thatには葉層でいう意味も，文層でいう指示物も無い。

34) thatの文法的多義性に鑑み，ここでは純粋な従属接続詞として先ず導入しておく。
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る為にそれを叙述した節を thatで包接して文末に付加する33)。

指:soが倒置されて thatの直前に置かれて，慣用的に結合し，一種の等位接続詞に準じて使われる

こともある。

11. 61 副詞節の内部では省略が幅広く行なわれる。

11.62 文中の名詞節は不可算，無数であり，その代名詞化は単数，主として itによる。

深度ー12

12. 0 前文表現。

12. 1 命令文。条件の副詞節のうち，疑問代名詞，あるいは疑問副詞に-everを接尾させた

形の従属接続詞で包接したものを導入[注1]。節中の要素の代名詞もしくは副詞の代理であ

りつつ，節の前頭に倒置され(主語の場合はそのまま)，節を包接する一一従属接続詞を兼ね

る制。 指:人代名詞の場合には屈折がある。

[注目副詞としては考慮の範囲内にある「主文の成立に無関係」な条件を呈示する。

12. 2 叙述文。

12.21 完全自動詞構文。統層で主語たる名詞要素の後位に，平行的，挿入的に，同ーの事物，

人物に代名詞で言及した文を付加する。その際その代名詞に疑問代名詞と同じ形をした語一

一関係代名詞ーーを範列により，挿入部の先頭に倒置する[注1]。指:人代名詞の場合には

屈折がある。

[注1]いわゆる「非制限的j関係代名詞の用法で，一種の連文である。従属節に準じたものとして

扱う。

12.22 完全他動詞構造。上記を目的語に循環的に適用。

12.221 与格動詞構造。間接目的語にそえて，関係、代名詞(ただしこの段階では what以外)

35)後出する関係代名詞と類同の操作である。この種の機能の合併現象がいわゆる「関係代名詞jな

どの用語の「関係jの意味するところといえる。ただし副詞と同形の従属接続詞は包接した節内の

副詞でもあり，関係詞の一種といえないことはない。
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[注1]の関係代名詞で導かれた挿入文(節)を導入し，それを一つの名詞分節として自立さ

せ[注2]，両者の聞に同格関係を立てる。

[注1J事物代名詞の場合は which，人代名詞の場合は whoに，この段階では限られる。また，先行
詞を含む事物関係代名詞 ωhatおよび，特定関係詞としての thatは13.6まで保留する。

[注2J文層事項としては，関係代名詞が節を包接する一一従属接続詞を兼ねることである制。

12.23 不完全自動詞構造。主語，補語，前置詞の目的語である名詞要素などに同格の名詞節

を配し，用法を一般化する。 指:関係、代名詞節の形容詞化への準備。

12.24 不完全他動詞構造。主語，目的語に上記の同格関係代名詞節を循環的に適用。

12. 3 疑問文。

12.4 感嘆ー強意表現。上記12.0の副詞節は強意にも使われる。指:whetherは従属接続詞

である一一一関係、詞ではない。

12. 5 反転表現。同格的関係代名詞節は一一一一般に従属節は修飾を受けない一一惨飾されな

い，よって notあるいは noにより反転できない問。

12.6 変形。目的格の関係代名詞は口語では省略できる。 指:関係代名詞に関する変形的

な手続:

( 1 )一種の挿入的な連文構造を文内の従属節として取り込む。

( 2 )代名詞が従属接続詞の機能を兼ね，節の前頭へ倒置される。

( 3 )名詞的同格節を，次第に先行詞たる名詞要素の後置修飾のごとく扱う。

( 4 )疑問詞，関係代名詞，関係副詞などの範列上の不備，不整合性。

深度ー13

13. 0 前文表現。

36)関係代名詞を通常の導入によらず，先ずいわゆる「先行詞を含む関係代名詞節jを先行詞と同格

の名詞要素として導入，制眼的含蓄の定着をまって，制限的，形容詞節へと移行する。

37)一般に語句による従属節の修飾は起こらない。
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13. 1 命令文。文層における副詞節の「呼応j。命令文中の形容詞，副詞などに程度の標示

がある場合，特定従属接続詞に包接された副詞節でそれを付加的に説明記述する[注1J。

[注1]主文での標示は，so， as，あるいはsuchおよび比較の more，less (強変化の場合は比較級)

などとし，それに f呼応jする従属接続詞は，as (副詞の asと同形である)， that， than (比較の対

象を叙述する節を包接する)などとする。

13.2 叙述文。

13.21 完全自動詞構造。いわゆる「先行詞を含む関係代名詞jを主語である名詞要素に循環

的に適用。先行する名詞要素が無く，名詞的関係代名詞節が独立する場合に限り，事物代名

詞は whichに替えて whatとする[注1J。

[注1]疑問詞としての whatとの弁別不確定38)。

13.22 完全他動詞構造。上記を目的語にも循環的に適用。前置詞の目的語にも適用。先行詞

が代名詞の場合は特に修飾的としない。 指:同格の名詞節とする。

13 .121 与格動詞構造。直接，間接いずれの目的語にも，また統語的には両目的語同時に名詞

的関係代名詞節が適用。間接目的語の場合前置詞で更に包接して副詞要素にできる制。

13.23 不完全自動詞構造。名詞補語の同格名詞節として所有格関係代名詞の包接する名詞節

を循環的に導入。この場合先行する名詞要素は不可欠[注1J。

[注 1]名詞要素として独立できない以上，修飾的，しかも形容詞的としか言わざるを得ない(0)

13.24 不完全他動詞構造。

13. 3 疑問文， 13.4感嘆ー強意表現， 13. 5反転表現。

13. 6 変形。

38)その他関係詞でも同様な矛盾ありとする。

39)このような組成は句であり，節を重層的に内包していても節としない。

40)関係代名詞がこのような所から形容詞性を強めたのであろう。従属節に形容詞用法を欠く点，不

整合であるが，なお制限的関係代名詞節を形容詞要素とする一般の考え方に必ずしも従えない。そ

のような関係代名詞節は補語に立つと明らかに先行調を含む名詞的関係代名詞節に還元される。
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( 1 )関係代名詞節は必ずしも先行詞に直接連節接していなくてもよい。

( 2 )目的格関係代名詞および前置詞の目的語に対する目的格関係代名詞は口語では省略

される一一ただし後者では前置詞は動詞の後に残留する。

(3) whoの目的格は口語では無変化形でよい。

( 4 )先行詞が副詞的な意味を持つ名詞の場合，関係詞は whichに替えて，いわゆる「関

係副詞Jwhen， whereなどとする4九

( 5 )先行詞たる名詞的要素が排他的に限定されている場合[注1Jに限り関係代名詞は which

などに替えて， r特定の thatJとし，その節の述語動詞を先行詞のそれに呼応させる4仰2幻)
[注1υ]限定詞，および排他的であるとされる onか， every， eachなどで限定されている場合。

深度ー14

14. 0 前文表現。

14. 1 命令文。命令文の目的語，名詞補語および前置詞句の名詞要素に，文層の準動詞構造

の一つである，統語的動名詞匂[注1Jを循環的に導入する4ヘ形容詞による修飾をうけない[注

2J。指:後出の現在分詞の語形-ingと同形4へ
[注1J単語としての動詞が-ing屈折をすることにより，目的語，補語，などの統語的な下位の要素
を節に準じて従え，一括して名詞要素となっていること。

[注2J従属節の場合と同様に，動名詞構造も統語句の場合は外から一一前置的に一一一形容詞の修飾
を受けない。

14. 2 叙述文。

14.21 完全自動詞構造。主語にも統語的動名詞句を循環的に適用。名詞句として形容詞修飾

を受けない(ただしnotに限り前置する)代わりに，動名詞そのものを句内副詞で修飾できる。

41)これらの節そのものは名詞節ないしは，形容詞節である。

42)単語としての thatのこのような文層，葉層における多義性が混乱の原因である。なお，この that

には代名詞として文中にその指示物がある点が特殊である。

43)準動詞構造各種のうち，ここでは動名詞構造を先ず定着させ，またその動調性を名詞性より先に

定着させる。準動詞各種の弁別，対比は遂次行う。

44) ingの屈折語尾としてのこ義性も一つの体系的矛盾である。いずれにしても語尾変化が一種の包

接の標示であるとも考えられる。

h 
r 
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14.22 完全他動詞構造。目的語に動名詞構造を適用。動名詞そのものの行為者を，代名詞所

有格で句を前置限定することにより明示できる[注1J。

[注1J上記14.1にいう一般形容詞の前置による場合とは異なる(定冠詞あるいは仰などの限定詞
も前置可能。)。

14.221 与格動詞構造。両種目的語に循環的に適用。指:統語的名詞要素である動名詞句は無

数名詞であり，代名詞化される際は itとなる[注1J。

[注1J一般的に従属節の場合と同様に無数となる。

14.23 不完全自動詞構造。名詞補語に文法的動名調[注1Jを循環的に適用。句外から副詞的

修飾を受けない。指:14. 1の反対。

[注1J動名詞が完全に名詞化し，単語として形容詞，限定詞などで修飾され，あるいは数による屈
折を伴うなどすること。

14.24 不完全他動詞構造。名詞的目的補語に上記14.23の文法的動名詞句を循環的に適用。

所有格代名詞の前置により動名詞の「意味上」の主語を明示することができる。指:副詞で

前置修飾できないーーもしその副詞を後置すれば，自動的に統語句になる。

14. 3 疑問文。統語的動名詞句，文法的動名詞句共に前置詞の目的語となる。

14. 4 感嘆ー強意表現。

14.5 反転表現。統語的動名詞句は句中の notあるいはその前置修飾により反転。文法的動

名詞句は限定詞仰の前置による反転が可能。

14.6 変形。他動詞に由来する統語的動名詞句内の目的語を無数化し先頭に倒置，慣用的に

一語化して(ハイフンで結ぶ)文法的動名詞句，ないしは単語名詞とする4ヘ
指:葉層の事項である。

45)造語法レヴェルのことであるが，変形として言及しておく。後出の現在分詞との関連で，例えば

teaching teachersのような連接の多義性を予め避ける。
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深度一15

15. 0 前文表現。

15. 1 メロiiメμ〉、Jτケ~。

15. 2 叙述文。

15.21 完全自動詞構造。

15.22 完全他動詞構造。

15.221 与格動詞構造。

15.23 不完全自動詞構造。補語たる形容詞要素に，文層の準動詞構造の一つである，統語的

現在分詞句[注1]を循環的に導入する[注2J刷。指:上記14.1動名詞の屈折-ingと文法的に

も同形異義である。

[注 1J単語としての動詞が-ing屈折することにより，目的語，補語など統語的な下位要素を節に準
じて従え，一括して形容詞要素となっていること。同じく一種の包接47)。

[注2J不完全自動詞が beの場合に限り， r進行形jという 48)。

15.24 不完全他動詞構造。統語的現在分詞句を形容詞的補語に循環的に適用。

15. 3 疑問文。統語的下位要素を従えない現在分詞を文法的現在分詞とし，単語形容詞に準

46)準動調構造の導入順序を動名詞構造に次いで、現在分詞とした。-ing屈折の名詞用法と形容詞用

法と考えることもできる。学習者にとって，これが文法的同形異義なのか，異義同形なのか定かで

ない。

47)動名詞構造と同じく ，-ing標示による一種の包接でもある。日本語のいわゆる「入れ子型jの

裏返しである。

48)心理的事実はともかくとして，ここでは，一般的に行なわれている be+ingを結合きせて，動詞

の屈折形のーっとする考えを，教授法としては採らない。特に邦文の訳文上で定動調表現のそ;れと

干渉を起こすので避けたい。例えば「一ーを見る。Jと「一ーを見ている。jなど，日本語自体の弁
別の不確定さを持ち込む。

トミ
t 
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じて補語に適用する。いずれの場合も，名詞要素の修飾に立つことができる。一般に後置修

飾するが，文法的現在分詞は前置できる。副詞修飾は (notを除き)句内的に行う。

15. 4 感嘆一強意表現。文中の名詞要素を統語的及ぴ文法的現在分詞句で後置修飾49)。

15. 5 反転表現。 notあるいは neverの前置修飾による。指:主節の副詞としての notある

いは neverとの弁別不確定。

15. 6 変形。現在分詞構造一一統語的，文法的に拘わらず，文副詞として独立的に用いる[注

1 ]。その副詞的意味は完具した副詞節に置に換え，明示できる。指:r話者の副詞Jとして
主節の内容とは無関係な副詞分節となる。意味上の主語が不明確な一一いわゆる「懸垂分詞J

のことも多い。

[注1]いわゆる f分詞構文Jである刷。

15.61 副詞的に用いられた統語的及び文法的現在分詞句の意味上の主語を明示する必要一一

例えば主文の主語，あるいは直前の名詞要素と一致しない場合などーーであればそれを挿入

できる。指:代名詞の際は主格。

[注1]いわゆる「分詞構文の主語」。統層では挿入，もしくは構文内の副詞分節とする。

15.62 統語的な動名詞構造，統語的な現在分詞構造が，統語的な下位要素を従えない場合，

それらの文法的構造との弁別が不確定となる。

深度ー16

16. 0 前文表現。

49)現在分詞構造に一般の形容詞と同じく，叙述用法(補語として)および修飾用法の両用あること

を明確にする。

50) go hung:η などのような，一般的に起こる形容詞要素の文副詞化のーっといえる。現代にも，形

容詞，副詞の未分，ないし同形の語群一一例えば，接頭辞aを持つ語群一ーが残存していることも

事実である。これらは「疑似補語jとでもいうべき分節，要素となり， r疑似不完全動詞構造」と
でもいうべき文型，例えばdieasleψ， catch it aliveなどを呈し，完全，不完全の弁別を崩すの

で，この段階で導入すべき事項としない。
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16. 1 命令文。

16.2 叙述文。

16.21 完全自動詞構造。

16.22 完全他動詞構造。

16.221 与格動詞構造。

16.23 不完全自動詞構造。 be動詞の形容詞補語に自動詞の統語的過去分詞構造一一以下，完

了分詞句というーーを適用[注1]。完了分詞の屈折による標示は文層で範列により与える。

指:完了の意味は準動詞各種聞の弁別として，範列で与える一一現在分詞の担う相に対して，

および後出の不定詞の担う相とも対比することとなる。ただし，用途は be動詞の場合などに

限られている5ヘ
[注1]動詞自体が自動詞であるから統語的下位要素は完全自動調では副詞要素のみ，不完全自動詞

の場合，下位要素は理論的には補語と副詞要素となるが，be動詞が連接することはない。

16.24 不完全他動詞構造。完了分詞構造は統語句，文法句いずれも形容詞的目的補語である。

16.241 統語的完了分詞構造は名詞要素を後置修飾できるが，文法的完了分詞句は特に 1単語

の場合は，名詞要素を後置修飾できない。

16.242 文法的完了分詞は単語形容詞として名調を修飾しない。ただし一般形容詞に準じて名

詞要素を前置修飾できるもの-→列えば，devote， stray， fallなど一ーもある。(17.65)

16. 3 疑問文。完了分詞句などを疑問詞とした疑問文は作れない問。

51)ここでは，後出の助動詞haveとの結合による，いわゆる「完了形Jの一変種とする考え方を採

らない。むしろ be動詞の形容詞補語の一つの相として，現在分詞，後出の不定調の相などと対比

するべきものとする。

52) He is gone.あるいは，He is sleψing.を予期して Howis he?とはいわない。

¥ &、町L 
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16. 4 感嘆ー強意表現。統語的完了分詞構造は統語的な下位要素による内部的な修飾のみ可

能。

16. 5 反転表現。完了分詞構造一統語的，文法的いずれも一一の反転は似の前置のみに

よる。ただし，その所属する節の否定の副詞--not，世zever，littleなど一ーとの弁別は不確

定である53)。

16. 6 変形。完了分詞構造は分詞構文的な副詞要素にはならない[注1]。

[注1]上記現在分詞構造(および後出17.23の受動分詞)との重大な相異点である。完了相を担う分

詞構文は後出の助動詞have+完了分詞19.21まで保留。

深度一17

17. 0 前文表現。

17. 1 命令文。

17. 2 叙述文。

17.21 完全自動詞構造。

17 .22 完全他動詞構造。

17 .221 与格動詞構造。

17. 23 不完全自動詞構造。形容詞補語に受動分詞構造[注1]を適用問。be動詞の補語に統語

53)一般的に統語的な組成を持つ節や句は外からの修飾を受けがたい。

54)他動調のいわゆる過去分詞には本来，受動相一一厳密には受動態一一と完了相との二義性ないし

矛盾がある。これを分離し，受動の「態」を担う派生形容詞であるとし，他動詞を語源とする一種

の形容詞であると考えることとする。他方，完了を担わせる他動詞のいわゆる過去分調は分詞構文

をつくらず，また形容詞要素として前置，後置に拘わらず，名詞要素を修飾できない点をより大き

な矛盾とする。いずれの場合も統語的な下位要素を従える点がやはり矛盾する。一種の包接とも考

えられる。体系としての英語の顕著な不整合である。
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的受動分詞(その統語的下位要素があれば，それを含め)を従える場合に限り「受動型jあ

るいは「受け身型Jという文構造であるという。指:その統語的下位要素は当然の事として，

主語となった目的語を失う。与格動詞構造の場合は他方の目的語が，不完全他動詞の場合に

は目的補語が残留する問。

[注1]他動詞が屈折により，主客転倒して，受動の意味 (r相jといわず， r態Jという)を担う，
動詞を語源とした一種の形容詞となったもの問。

17. 24 不完全他動詞構造。目的補語に統語的受動分詞句を適用。指:他の不完全他動詞構造

の場合と同様に，目的語と受動分詞句の聞に不完全自動詞構造が潜在する。ただし，用途に

は限界がある。

17. 3 疑問文。主語，目的語，補語などの名詞要素を統語的受動分詞句で後置修飾する。指:

形容詞要素として，叙述機能一一補語であることと，名詞要素に対する修飾機能の双方を備

えていることを明確にする。

17.31 文法的受動分詞(その分詞一語， もしくは副詞による修飾を受けた分詞句)は名詞要

素を後置，あるいは前置修飾できる。

17. 32 受動分詞の副詞的修飾は単語あるいは，文法句であれば外部的にも，内部的にも可能，

統語句の場合は内部的にのみ可能。

17. 4 感嘆一強意表現。

17. 5 反転表現。統語的受動分詞句も，文法的受動分詞句の反転も notの前置修飾による。

節の否定副詞 not，neverなどとの弁別は不確定。

17. 6 変形。受動分詞構造も統層で副詞要素となり，いわゆる「分詞構文Jになる。

17.61 現在分詞と異なり，受動分詞による分詞構文に，いわゆる「分詞構文の主語Jを直接

55)このような残留した目的語に限り， r保留目的語Jという名称がある。ただし， r保留補語jとは
いわない。

56)統語的下位要素を包接しなければ， r受動形容詞jとでもいうべきところ。

k 
b、
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付加できない。

17. 62 r受動の文詞構文jは一般に be動詞の現在分詞構文一一上記15.6-ーから起こし，
その形容詞補語として受動分詞句を含めることが多い。また，意味上の主語も，その現在分

詞構文の主語として組み込むことができる。

17.63 上記16.23の完了分詞とそれが従える前置詞句の前置詞のみと結合して，他動詞に準

じた扱いをし，本来はその前置詞の目的語である名詞要素を統層の目的語とした完全他動詞

とみなし[注1]，それに対応する「疑似受動分詞J，およびそれと be動詞との組み合わせに

よる「疑似受動型Jが慣用的に許されている。指:そのような疑似受動型に残留する前置詞

は副詞として処理する他はない57)。

[注1]受動型を派生しない限り，この矛盾は表面化しない。

17.64 本来，動詞でも他動詞でもない要素(主として名詞)に受動分詞の標示である屈折ー

-ed， enなどーーを付し，受動分詞ないし形容詞に準じた扱いをする。文層では「派生Jの

一種である。

17.65 白，他両用の動詞の過去分詞について完了分詞か受動分詞か分明で、ないもの一--'例え

ばdevoted，learned， softゆokenなど一ーがある。指:いずれも，必要ならば慣用として認

めるより他はない。

深度一18

18.目 前文表現。

18. 1 命令文。

18. 2 叙述文。

57)英語の現実ではあるが，学習の初期段階で強いて導入する根拠は薄弱である。
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18.21 完全自動詞構造。統語的不定詞構造[注 1]を統層で，副詞要素[注2]として導入58)0to 

は前置詞とせず，一種の語頭屈折ないし接頭辞とし， (ー仇:g，-ed， -enなどを接尾辞的屈

折としたのに対応する)，例えば当初はハイフンで連結して与える。

[注1J語源的には前置詞である toを冠した原形動詞とその従える統語的下位要素を一括して包接し
たもの一一原形動詞は名詞的であったとする。不定詞構造ないし不定詞句は統語句であり，文法句に

ならない。

[注2J不定詞句の文副詞としての意味一一理由，動機，目的，予見，結果などーーは，副詞節に還
元して定める。相として現在分詞，完了分詞，受動分詞，などの担う相の意味と弁別。話者の副詞と

して節から独立することもある。

18.22 完全他動詞構造。ここでは不定詞句を名詞要素として目的語に摘用することを18.6

まで保留する[注 1]。指:上記の意味の副詞要素として，文頭，文末，主語の後に付加，た

だし，他動詞と目的語の聞は避ける。文副詞，話者の副詞などを適宜に適用。

[注 1J名詞用法としての導入を最後に回すため。

18 .221 与格動詞構造。上記同様，間接目的語への適用を控える。

18.23 不完全自動詞構造。不定詞句の形容詞的用法の導入。不定詞句を形容詞補語に適用問。

指:be以外の用法に限界がある。上記の副詞用法との弁別が， look， seem， a.ρρearなどの場

合特に不確定となる。

18 .231 形容詞的不定詞句による名詞要素の後置修飾を循環的に適用。不定詞句そのものの修

飾は内部副詞によってのみ可能。指:先行する名詞要素が，それを修飾する不定詞構造の潜

在的統語要素の何に当たるかに留意。前置詞句の目的語にあたる場合には前置詞が必要6へ

58)不定詞構造を先ず文副詞として定着させ，次いで形容詞要素として，最後に名詞要素として導入

する。動詞の名詞派生の主流を動名詞構造に，形容詞派生の主流を各種分詞構造に，それぞれ振り

当てて来たので，残った準動詞構造である不定詞構造を先ず副詞派生の主流として確立する。不定

詞の導入をこの段階まで保留してきたのもそのための考慮から。

59)一般に一種の慣用的未来時制として与えている be+如不定詞を，むしろ不完全自動調としての

beが形容詞補語として従える他の準動詞句一一現在分調構造，完了分詞構造，受動分詞構造一ーと

並ぶものとし，それぞれの担う相を対比的に示す。不定詞の担う未然，抽象，原則，当然などの相

を明確にする。

60)この残留前置詞は， 13.6の関係詞節の場合と類同する。分析としては副詞とする他はない。

k 
t 
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18.24 不完全他動詞構造。形容詞的目的補語に不定詞構造を導入。ただしこの場合に限り，

標示であるおを排除する。指:よって，目的語の後位の如付きの不定詞句は原則として統層

での副詞要素とする 6l}。

18. 3 疑問文。不定詞句を疑問詞にした疑問文は成立しない。

18.4 感嘆一強意表現。不定詞構造の意味上の主語は内部的前置詞句，例えばforの包接す

る副詞句の前置修飾による。ただし，それが内部的修飾か外部的修飾かの弁別不確定。文中

副詞としてのみならず，話者の副詞ないし前文表現として，孤立的に用いられることもある。

18.5 反転表現。不定詞構造は他の準動詞構造と同様，not， neverなどで前置修飾的に反

転する。指:節の副詞(統層での副詞要素)との弁別はやはり不確定。

18.6 変形。不定詞構造は特殊な場合[注 1]，名詞句として用いることができる問。指:他の

用法との弁別のため，当初は名詞用法の不定詞句には引用符を施して与えるなど工夫する。

[注1]各種の名詞的用法，あるいは形容詞的用法があるが，副詞として取れる限りは副詞的要素と

して解釈することを原則とする63)。

18 .61 不定詞の従える下位統語要素を疑問詞に換え，先頭に倒置し，名詞句[注1]とする。

[注 1]いわゆる「疑問詞付き不定詞J。先行する疑問詞を代名詞に，後続の不定詞句をその形容詞修

飾要素としないでおく。

18.62 代名詞 itを仮主語として先行させ，その同格的名詞句として不定詞句を後置し，文体

的強意が可能[注1]。指:上記18.4では名詞的用法が未導入であったので保留した。

[注1]いわゆる「強調構文Jの一つである。

61) 目的語を後置修飾している場合との弁別不確定。心理的には加付きの不定詞句が形容詞補語の

ょうに受け取られることもある。動調によっては，help， wishなど，この点に不安定なものもある。

62)ここでは，あくまでも不定詞構造が副詞要素であることを確立することを眼目とし，その名詞的

用法を特に特殊であるとする。

63)不定詞の文法的多義性をこの原則で処理する。例えば1want to go.と1want him 如go.とを

対比し，前者を再帰目的語の省略とし，不定詞句はいずれも副詞的とする。目的語himがtheman 

であった場合は不定詞句が後置形容詞とも取れるが，この原則により副詞句とするー一一如 comeを

前者の目的語，後者の間接目的語とも取らない。勿論，後者を不完全他動詞構造として，不定詞句

を名詞的あるいは形容詞的としない。
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18 .63 口語で，用法に拘わらず如のみで以下を代理し，切り捨てることがある。

深度ー19

19. 0 前文表現。

19. 1 命令文。該当事項なし。(この項で予定の haveによる完了型に命令は不成立)

19. 2 叙述文。 haveを一種の助動詞とし，各種動詞のいわゆる「過去分詞J一一他動詞の場

合は受動分詞と同形64)ーーと結合して1分節の動詞，いうならば「句動詞J[注1Jを構成し，

意層の事項として，いわゆる「完了Jの諸相を担う文法形式，すなわち「完了型jを構成す

る[注2J制。

[注1]法助動詞と原形動調との結合に類向。ただし，ここでのhaveは法助動詞と違い，葉層でも，

意層でも意味を持たず，単なる記号である。 haveは動詞と同じ屈折，変化をするが，命令文は作れな

い。(上記19.1は不可能。)

[注2]他動詞，自動詞の別なく f完了」を表現する一種の時制であるとされている。

19 .21 完全自動詞構造。have+完全自動詞の完了分詞による完了型を導入。haveの準動詞を

含む各種屈折を範列により導入制。指:beと完了分詞の組合せ(16.6)による表現との弁別。

19.22 完全他動詞構文。完全他動詞の過去分詞6勺こよる「完了型J導入。法助動詞+原形

have+完全他動詞の過去分詞の型を導入。指:3個の単語の結合による述語動詞句は後出の

20.22を除き，これ以外にない。

19.221 与格動詞構造。「完了型Jを導入。上記と同様に法助動詞，ただしその過去形に have

64) haveの後にだけ現れ， r能動， しかも完了jという相的意味を担うとされるこの屈折形は，分詞
として形容詞的補語となり，あるいは名詞を修飾することもなく，また「分詞構文Jを作ることも
ない。 54)でも触れた。

65) r完了jという意味から，be十完了分詞による完了型16.23との両立を認めているが，have+他
動調の「過去分詞jという構造は不合理。現実には前者に情況的，後者に経過的表現を分担させて

いる。

66)助動詞としての haveに限り「過去分調jの用語が有効一一受動分詞でも完了分詞でもない。し

かし，一種の分詞であるとするため。

67)他動詞の「完了分調jというべきところ。

k 
~ 
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(原形)を介して連接[注1J。指:文層での意味を上記との対比で説明。

(注1]いわゆる「仮定法過去J。

19.23 不完全自動詞構造。同様に完了型を導入。法助動詞との連接も循環的に導入。

19.24 不完全他動詞構造。同様に完了型を導入。haveを現在分詞にすることで完了の相を担

った分詞構文が可能一一上記， 16.6の段階では不可能であった。ただし haveの「受動でな

い過去分詞jによる分詞構文は不可能刷。

19.3 疑問文。助動詞 haveを前頭(主語の前)に倒置する。代動詞 doを適用できない。

19.4 感嘆ー強意表現。完了の標示ないし助動詞としての haveは代動詞 doによって強意で

きない[注1J。

[注1]助動詞の重複になる。

19. 5 反転表現。完了型の反転は notなどを haveに後置することによる。指:代動詞 doに

よらない。

19. 6 変形。haveに，更に動詞getの過去分詞gottenもしくはgot以下を連接し完了型をな

すことが慣用的にあるが，ここでいう完了型とせず，他動詞あるいは助動詞 haveの強意形と

考える。

深度-20

20. 0 前文表現。

20. 1 命令文。該当事項なし。(この項で予定の have+to型に命令は不成立)

20. 2 叙述文。 haveを助動詞としてお付きの不定詞構造と連接，結合して一種の動詞句を

構成する。 haveには文層，葉層ともに意味がなく，合体して意層の事項として義務，当然，

期待などの意味を表現する。

68)助動詞haveの「過去分詞jは完了分詞でも，受動分詞でもないとするので。助動詞としての have

の特異性は了解困難。
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20.21 完全自動詞構造。 have+to付き完全自動詞不定調句を適用。

20.22 完全他動詞構造。 have+to型の haveの準動詞を含む各種屈折，変化形を適用。 be動 と

詞に現在分詞形を連接し進行型を，原形を介して法助動詞に連接させることも可能[注1]。

「完了の haveJとの類同性一一いずれにおいても本来の葉層，文層における意味，機能一一

例えば命令文を作るなど一ーを。

[注1]上記19.22と同じ。ただし，toがあるので事実上では4個の単語の連接が1個の述語動詞句な

いし分節となる。

20.221 与格動詞構造。 19.221と同様に，過去形法助動詞に連接[注1]。

[注1]r仮定法過去の義務jとでもいうべき表現となる。

20.22 完全他動詞構造。 have+to付き完全他動詞不定詞構造を適用。 haveを現在分詞形に

することで分詞構文とし，文副詞ないしは話者の副詞にすることもできる。

20. 3 疑問文。 haveの倒置によらず，代動詞doの先行による刷。

20. 4 感嘆ー強意表現。代動詞doによる強調可能。指:法助動詞must，特にその過去形の

代用とされ，通常の義務，当然，予期などに加えて推量の意味も担うこともある。

20. 5 反転表現。 haveをnotで直接反転させず，代動詞doのnotによる反転とする。

20. 6 変形。慣用的強調として haveにgetの過去分詞gotあるいはgottenが添加されるこ

ともある[注1J。

[注1]上記19.6と類同している。

20.61 上記haveの過去形一一厳密には仮定法過去形一ーが副詞 betterを介してお無しの不

定詞句に連接することを慣用的に認める。意層の事項として，勧奨，忠告，優先などの意味

を担う 7ヘ指:疑問，強意，反転などは代動詞doによらず，直接hadの倒置などによる。原

形，準動詞屈折を欠くので，命令も，法助動詞との結合も起こらない。

69)助動詞haveが代動詞doに連接する点が矛盾である。不完全他動詞ないし使役動詞としてのhave

が，いわゆる「完了の助動詞Jに転化した過程一一目的語との位置の交替ーーと，この have+如不

定詞型の派生過程が類同している。

70)現行の学校英語では必ず扱われる慣用の例である。現実の利用価値はともかく，原理的には，特

殊，かっ末端的な事項である。
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